
大
使
公
邸
で
の
歓
迎
夕

食
会
食
会

洛
陽
博
物
館
で
桃
太
郎

像
と
記
念
写
真

像
と
記
念
写
真

空
港
に
て

空
港
に
て

カ
レ
ー
タ
工
房
見
学

カ
レ

タ
工
房
見
学

洛
陽
市
外
国
語
初
級
中

学
の
孔
子
像
前

学
の
孔
子
像
前

折
り
紙
を
教
え
る

折
り
紙
を
教
え
る

桃
太
郎
像
に
法
被
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

プ
レ
ゼ
ン

世
界
遺
産
の
龍
門
石
窟

世
界
遺
産
の
龍
門
石
窟

桃
太
郎
の
劇
を
披
露

桃
太
郎
の
劇
を
披
露

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
協
力
隊
員
を

訪
問
訪
問

皆
で
う
ら
じ
ゃ
を

踊
ろ
う

踊
ろ
う

ロ
ー
マ
劇
場

ロ

マ
劇
場

民
族
舞
踊
に
挑
戦

民
族
舞
踊
に
挑
戦

学
校
で
の
交
流
会

学
校
で
の
交
流
会

桃
太
郎
像
の
前
で

桃
太
郎
像
の
前
で

7
月
22
日
㈫
〜
7
月
31
日
㈭

派
遣
人
数
：
8
名

8
月
5
日
㈫
〜
8
月
14
日
㈭

派
遣
人
数
：
8
名

7
月
22
日
㈫
〜
7
月
30
日
㈬

派
遣
人
数
：
８
名

7
月
23
日
㈬
〜
7
月
30
日
㈬

派
遣
人
数
：
８
名

サ
ン
ホ
セ
市

サ
ン
ホ
セ
市

プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市

プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市

洛　

陽　

市

洛　

陽　

市

富　

川　

市

富　

川　

市
富川市役所での歓迎会

ハイカーグラウンド にて

景
福
宮
（
キ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ン
）

に
て

テ
コ
ン
ド
ー
体
験

韓
国
伝
統
衣
装
の

韓
服
（
ハ
ン
ボ
ク
）
試
着
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岡
山
空
港
に
て

岡
山
空
港
に
て

歓
迎
会
で
岡
山
を
紹
介

歓
迎
会
で
岡
山
を
紹
介

歓
迎
会
で
う
ら
じ
ゃ
を

披
露
披
露

グ
ア
ム
議
会
に
て

グ
ア
ム
議
会
に
て

科
学
探
索
館
見
学

科
学
探
索
館
見
学

天
然
プ
ー
ル
で
水
遊
び

天
然
プ

ル
で
水
遊
び

陸
上
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

に
挑
戦

に
挑
戦

国
立
野
生
動
物
保
護
区

で
洞
窟
ツ
ア
ー

で
洞
窟
ツ
ア

故
宮
博
物
院
見
学

故
宮
博
物
院
見
学

恋
人
岬
に
て

恋
人
岬
に
て

8
月
7
日
㈭
〜
8
月
14
日
㈭

派
遣
人
数
：
８
名

7
月
20
日
㈰
〜
7
月
27
日
㈰

派
遣
人
数
：
８
名

新　

竹　

市

新　

竹　

市

グ
ア
ム
準
州

グ
ア
ム
準
州

参加生徒が撮っ た心に残った写真

　 みんなで自分だけのオリ ジナルピザを作っ

て、笑い合いながら 楽し い時間を過ごせたの

が、嬉し かったです。

　 こ の写真はホスト ファ ミ リ ーと 船でネイ

チャーツアーに行ったと こ ろです。

　 こ こ では現地で白い顔と いう 意味の「 カ

ラ・ ブラ ンカ」 と 言う サルやワ ニ、 ヘビなど

日本では見るこ と のでき ないよ う な生き 物を

見るこ と ができ楽し かったです。

　 僕の誕生日は台湾で迎えまし た！「 おめで

と う 」 と いう 日本語はその日聞く こ と はでき

ませんでし たが、祝う 気持ちなどは言語の壁

を超えて感じ るこ と ができ まし た！それは自

分にと って一生忘れら れない思い出です！

楽し いひと と き楽し いひと と き コ ス タ リ カの自然コ ス タ リ カの自然 台湾で迎えた誕生日台湾で迎えた誕生日

グアム派遣　 河　 野　 ひま り サンホセ市派遣　 森　 山　 千　 鶴 新竹市派遣　 岸　 　 環　 汰
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　 「 やさ し い日本語」 は、 分かり やすく 工夫さ れた日本語で、 外国人はも ちろ んのこ と 、 子ど も や高齢者、 障がいの

ある 方々など 、 幅広い人たちに情報を 届ける ための有効な方法です。  1 回目の講座では、 グループワ ーク 時に大学か

ら 留学生の方 3 名も 参加し 、 実際にコ ミ ュ ニケーショ ン を 取る など し て「 やさ し い日本語」 の基礎やコ ツ を 学びま し

た。  2 回目の講座では、 災害時における 「 やさ し い日本語」 の可能性について考えま し た。 直前には鳥取を 中心と し

た地震によ り 、 岡山でも 久し ぶり に大き な揺れを 感じ た後で、 災害時の情報伝達について考える いい機会になっ たの

ではないでし ょ う か。

　 岡山市では、 地域社会の構成員である 外国人市民の生活上の諸問題及び多文化共生社会実現に関する 諸項目につい

て審議する こ と を 目的に、 岡山市外国人市民会議を 設置し ていま す。 新たに第 8 期委員と し て10名が委嘱さ れ、  1 月

21日には委嘱書交付式と 第 1 回会議を 開催し ま し た。

　 多文化共生のま ちづく り を 市民ぐ る みで進めていく ため、 各団体の得意分野を 活かし つつ、 互いに情報共有や連

携・ 協力し あ う き っ かけの場と し て、 「 岡山市多文化共生推進ネッ ト ワ ーク 会議」 を 設置し ていま す。 令和 7 年度

は 7 月 8 日に開催し 、 市や各団体から 多文化共生に係る 取組等を 共有する と と も に、 是非外国人の方々にも 周知し た

いと 、 関係課から は国勢調査や夜間中学等について説明がある など 、 大変有意義な会議と なり ま し た。

「 やさ し い日本語」 普及事業「 やさ し い日本語」 普及事業

第 8  期外国人市民会議第 8  期外国人市民会議

岡山市多文化共生ネッ ト ワ ーク 会議岡山市多文化共生ネッ ト ワ ーク 会議

名　 　 　 前 国籍・ 地域

A
あんでぃ

NDI H
ほり っ く

OLIK R
ら むだに

AMDAN I インド ネシア

S
すはるそ

UHARSO インド ネシア

P
ぷすぱでう い

USPADEW I A
あでぃ せぷと ら

DISEPUTRA インド ネシア

T
てっ ど

ED E
えけり ん

KERING カナダ

C
ちぇ

HOI D
どんじ ゅ

ONGJU 韓国

隅
すみ

田
だ

ペ
ぺ

ン
ん

シ
し

ー
ー

タイ

赫
かく

連
れん

茹
じ ょ ぎょ く

玉 中国

金
き ん

愛
あい

華
か

中国

B
ばすねっ と

ASNET N
なばら じ

AVARAJ ネパール

T
ちゃ ん

RAN T
てぃ

HI N
ごっ く

GOC B
びっ く

ICH ベト ナム

第 1 回　 「 やさし い」 日本語で話そう

～外国人に伝わる易し く て優し い日本語～

11月17日　 講師： 大平　 真紀子さ ん

第 2 回　 より 多く の人に伝わる災害情報の伝え方

～「 やさし い日本語」 の可能性について考える～

2 月20日　 講師： 犬飼　 康弘さ ん
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6  か国語で発行し ている「 あく ら 」 あく ら ボランティ ア編集委員

　 平成24年度から 国際交流事業や多文化共生社

会の推進に関する 様々な取組みを紹介する「 国際

理解出前講座」 を行っていますが、 現在では従来

の市内学校から 市内在住・ 在勤・ 在学の町内会・

グループ・ 団体でも 可能と 、 対象を拡大し て実施

し ていま す。 本年度は、 学校はも ちろんのこ と 、

公民館や事業者等を含む15件も の申込があり まし

た。 多文化共生に関する 講座の要望が増えてお

り 、 国際理解への理解を深めたいと いう ニーズが

高まっている こ と が伺えまし た。 外国人市民が増

える 中、 考える 機会を作ろう と する 意図が感じ ら

れまし た。 工夫を凝ら し 、 子ども たちをはじ めと

する 受講者が楽し く 関心をも って聞いても ら える

よう 毎回工夫をし ながら 実施し ています。

　 「 あく ら 」 は主に岡山市在住の外国人市民に岡山のこ と を 身近に感じ てほし い、 生活に必要なこ と を 知っ てほし い

と いう 思いで、 ボラ ン ティ ア 編集員 7 名が外国人の方にも やさ し い日本語を 心掛けながら 記事を 作成し ていま す。

1992年12月に第 1 号が発行さ れて以来、 2026年 1 月で第150号を 迎えま し た。 日本語に英語、 中国語、 韓国語、 ス ペ

イ ン 語、 ポルト ガル語、 ベト ナム 語の 6 ヶ 国語を 併記し 、 現在は年 4 回発行し ていま す。

　 「 あつま れ！芝生で絵本ピ ク ニッ ク 」 では、 英語で絵本の

読み聞かせ＆歌あそび、 カヌ ー体験や恐竜かけっ こ 、 子ど も

備中神楽や紙ひこ う き ・ 絵本など 、 芝生の上で自由に楽し み

ながら のんびり 過ごし ま し た。

国際理解出前講座国際理解出前講座

多言語生活情報紙「 あく ら 」 の発行多言語生活情報紙「 あく ら 」 の発行

西川アイ プラ ザ合同事業西川アイ プラ ザ合同事業

令和7年

  5月  2日　 岡山県立岡山大安寺中等教育学校

  5月30日　 岡山市立鹿田小学校

  6月19日　 岡山市操南公民館

  6月26日　 専門学校ビーマックス

  7月  4日　 岡山市立鹿田小学校

  7月23日　 岡山市立第二藤田小学校

  8月22日　 津島小学校みどりクラブ

  9月  3日　 岡山市立曽根小学校

10月  2日　 就実小学校

10月17日　 岡山市社会福祉協議会瀬戸支部

10月17日　 岡山市立西大寺南小学校

11月18日　 岡山理科大学

12月12日　 岡山市高島公民館

令和8年

  2月  5日　 岡山市立雄神小学校

  3月  6日　 岡山市立彦崎小学校

開催実績（ 全15回　 受講者合計758人）

10月25日　 英語でえほんのじ かん

8 月22日　 津島小学校

みどり クラブ

9 月 3  日　 曾根小学校 10月17日　 岡山市社会福祉協議会

　 　 　 　  　 瀬戸支部

6  月19日　 操南公民館

7  月23日　 第 2  藤田小学校
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